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初級文法の記述を考える
一主語.主体.主格.主題-
仁科陽江
1.はじめに1
ヨ-ロツパの言語 く印欧語族に属する言語Jを母国語とする学習者は,すでに初級の段階で,日本
語と自国語との相違を痛感するo 言語類型論的な言語構造の相違は,学習者に日本語は難しい言語だ
という先入観をもたらし- 欧米中心の見方でされる日本語についての説明が,それを克服するという
よりはかえって混乱を招くことも多いo 学習初期の段階で日本語の基礎構造をきちんと理解すること
はその後の学習のためにも重要であるo 日本語特有の文法項目は,日本語の基礎構造に根ざすもので
あり1それぞれがお互い無関係に見える事象が,別々の単元で扱われても,実はひとつの原理に基づ
く言語事実であることがある.それを体系づけて習得することで言語感覚を磨くことは必須なのだが,
実際にはその都度個別に説明するだけで終わっていないか,しかも,学習者の言語と短絡的にむすび
つけてとりあえず納得させられる安易な説明方法にしてしまっていないかo つじつまが合わなくなる
と,例外と呼んでかたづけていなvlだろうかo 母国語と異なる事象として切り離して理解しているの
が.実は程度のちがいこそあれ,異なった言語にも共通するものであったりするQ 外国語を学ぶこと
で母国語ひいては言語-般をより良く知ることになれば,潜在的な言語学習能力を引き伸ばす結果に
もなることだろうo
そのような見地から学習者のための日本語初級文法について-考をしたためたいo
文法という用語の多義性をLehmann2004は次のように述べるo,,Thegrammar.of
a language isthe
systematlcpart oftheway thelanguagemapsmeaningsontoexpressions.Thegrammar20fthe
linguist isa scientific representation ofhispartof a language.1..,,
2
筆者の意図するところは,ここでいうgrammarlを学習者が適確に理解し応用することができるために-
granlmar2にあたる文法書としての文法記述を考えることであるoまず- 文法の種類を概観してから,
教育目的に記述された文法の例を扱う.
2.文法の種類
文法の種類を概観すると,まずく1J記述文法 くdescriptivegrammarlがあげられよう.文法の記
述というのは言語の規則性を声述することだといってもよいo言語の記述のためのデ-タの収集や記
録を含む場合もあるo 本来ある言語について言語記号をもちいたシステムのすべてが網羅されている
べきものであるo たとえばRoutledge社のdescriptivegrammarというシリ-ズでは,記述の共通基
準としてQuestionaireく質問表lがあって,そこでは- rあなたの言語では人から聞いたことを伝える
ときにどのように表現しますかJ,といった項目があり,それをもとに記述体系をつくっているo3く2l
1
Erfurt大学大学院の湯川史郎氏から校正読みの際に多くの貴重なコメントをいただいたo
2 Lehmann 2004二1857
3このシリ-ズの日本語文法がHinds1984であるo
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規範文法はそれに対して, prescriptivegrammarとかnormativegrammarとよばれ-言語共同体にお
いて,r正しくJ美しいことばを使うための規範を提示するものであるoフランスのAcad6miefraneaise-
ドイツのDudenなど-公私にわたる機関が,規範的な国語を維持すべく辞書や文法の編纂にあたって
いる.く31レフアレンス文法,つまり参照する文法というのは,項目別に記述があり- どこから読ん
でもいい,読むものというより調べるものという辞書的な性格をもつ.章立てやインデックスがしっ
かりしていることが基本であるo く41教育目的の文法と.しては,まず,学習者用の文法4があるo学習
言語のもつ規範体系を学習者に示すもの,あるいは学習者が自分で使う学習辞典のようなもので,言
語学的な知識がなくても外国語を習得,使用する際の手引きになるものである.例文をたくさん含む.p
という特徴もあるかもしれなし1練習間題を含むこともあるo く51上記の-種ともいえるが- ある教
科書に準拠した文法の副読本がある.項目の順番が学習順で,難易度の順に構成されるo く6J学習者
が使う文法書に加えて,教師が使う文法書として日本語教育ハンドブックの類の文法書があるo これ
には,国内および国外で使われるものがあり-,ドイツ国内であれば,ドイツ語で書かれたもの,日本
語で書かれたもの,英語で書かれたものなどもあるo 教科書の副読本として-般的な r教え方の手引
きJになっているものもあれば,文法項目の参照できる辞書的性格を帯びたものがあってもよいoく71
最後に文法書のかわりに使われる種類のものとして,辞書各種があるo 逐語訳,類語辞典あるいは百
科事典ではなく- たとえば,表現辞典,コロケ-ション辞典,結合価辞典などには,文法的要素も意
味があるo とくに結合価辞典というのはいわゆる動詞のValencyを語嚢学習にとりいれ,統語的に理
解することをめざしたもので,語嚢と文法の接点を示すものといってよいo その種の辞書各種は,慣
用句.イディオム辞典に記載されるほど語嚢化していないもので,きまった結合価をもったり, -定
のコロケ-ションを示唆したりすることを参照することができる.また,逆に文法書に語嚢の項目が
添えてあることもあり,オノマトペ,身体部分や縁戚関係,色彩表現,数と数え方など,意味的関連
のある語群を分類して項目化したりもするo
以下,教育目的にかかれた文法書から記述例をあげながら論じる.
3.現行教科書の記述例と間題点
まず具体的に現行教科書からの例をあげてそ.の間題点を議論するが,その前に,教師用書物といわ
れるものの記述例を以下に引く.ある文法ハンドブックの中の,助詞についてことデの違いを述べた
箇所で, rFにdには,時の流れのなかにある-点をさし示すという意味特徴がある点で,FへあとにA
のようにFにjlがつくと,そこに緊迫感といったものが出てくるoJ 5というような母語話者の直感にも
とづいた,表現のニュアンスの違いに言及しているo ほかにすぐれた考察や繊細な描写はたくさん見
出されるのであるが- 全般に印象批評的で,いまひとつ,文法としては形がないo 西洋古典文法をが
つちりと習得ILたヨ-ロツパの学生に対して,そのような説明はどうもものたり年い.だから,F教師
用日本語教育ハンドブックjIというタイトルをとっていながら,教師が授業に使える実用性も低いo
実用性を重んじて簡潔な記述をめざしているのが,学習者用の文法書の特徴であるo 次に学習者のた
めの初級文法の記述で,実際に目にするものの具体例と間題点をあげてみよう.
3.1.学習言語と学習者母語の混同
以下は,初級教科書の文痕副読本のドイツ語による記述である.
4会議出席者の堀口純子氏より, Iearner,s gramiarの多義性く学習者独自の文法としての学習者文
法体系と,学習者用の文法書lをご指摘いただいた.
5国際交流基金2005 く12版lニ110
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r,,Nがありますノわかります
Nが好きですノ嫌いですノ上手ですノ下手です
Objektein VerbindungmittransitivenVerbenwerden grunds畠tzlich mitderPartikelを
gekennzeichnet.Eine Ausnahmebildenありますundわかります.DieObjektedieser Verbenwerden
mitderPartlkelがgekennzeichnet.EinigeAdjektivewieすきです,きらいです,じょうずです
und-たですben6tigenei Objekt.DiesesObjektwird auch mitderPartikelがgekennzeichnet.
VerbenundAdjektive,d renObjektemitがmarkiertwerden,beschreibenmeistensVorlleben,
Wtinsche, F畠higkeiten, Besitztumer,etc.J
6
E他動詞の目的語は原則的には助詞ヲをとるが,アリマスとワカリマスは例外である,これらの動詞の
目的語は助詞ガをとるo スキデス,キライデス,ジョウズデスー -タデスのような形容詞のいくつか
は目的語をとり,この目的語も助詞ガをとるo ガをとる動詞や形容詞は,噂好,願望,能力,所有な
どを表すことが多いo く仁科訳うに.のまま読むと,目本語のアリマスやワカリマスが他動詞である,
と言っていることになる. r本がありますJといった文のrホンJは目的語であるこ とo さらに,スキ
デス,ジョウズデスのような形容詞.形容動詞を述語とする単文においても目的語という用語を用い
ている.この問題点は,明らかに学習者の母国語に翻訳したものを記述しているところにある.ドイ
ツ人を相手に目本語を教える教師から実際に,そういうふうに説明すると学生はわかりやすい,とい
う反応をされた経験が筆者にもある. r本がありますJを く工havea book,に,r英語がわかりますJ
を くIund白rstandEnglish,に,r英語が好きですJを tllikeEnglish,といったぐあいに,日本語
自動詞表現をすべて英文くドイツ語文lのSVO構文に翻訳し,その説明をしてしまっているのであるo
7
さらに別の単元から引用しようo
rNが欲しいですoDiese Satzstruktur druckt denWuns h des SprechersnachDingenoderPersonen
aus. Mit dieser Konstruktion kannauch nachde Wtlnschen des Gespr包chpartnersgefragt werden.
Der WunschalsObjektwird mitderPartikelがgekennzeichnet.J 8E願望を表す目的語は助詞ガを
とるく仁科訳Jコ
日本語だけをみれば- ワカルという動詞さ耳他動詞ワケルに照応する自動詞だし- ホシイはイ語尾をも
つ形容詞であるo 構文から見ても,形態から見ても,実は非常に単純な構文である.だから教科書の
かなりはじめのほうに出てくる.さらに,英語やドイツ語でも- 理解や願望を自動詞や形容詞をもち
いた表現することもできるわけで, sichverstehenとかI..isunderstandableとか1..iswishfulとか,
単純な主述関係をもつ構文で-こ土では理解や願望の対象は主格をとる.
述部をなす動詞や形容詞が動作性の少ないとき,品詞のクラスとして,自動詞や形容詞をとりやすいo
それは程度の差こそあれ,どの言語においてもみられる傾向であるo形容詞というクラス自体が性質
や状態をあらわすということが多いように,他動性の少ない理解や知覚をあらわす日本語の動詞の構
6 Fみんなの日本語初級I
J翻訳.文法解説ドイツ語版A
スリ.-エ-ネットワ-ク2002こ64
7会議参加者の鈴木伸-氏より,少なくとも90年代にドイツ語圏で見られる日本語文法記述において,
アリマスが他動詞だ,というような記述はなかったというご指摘を受けた.筆者の記憶も同様である.
引用したものは2002年に刊行されているが,既刊の英語版く19981などに続くものであり,英語圏で
の-部の記述を踏襲したものであるとも推測されるoたとえば草分け申研究であるKuno1975,柴谷
1978などを参照されたい.柴谷2001はそのような分析は誤りであると自ら指摘している.
8 Fみんなの日本語初級I翻訳.文法解説ドイツ語版Jl 2002こ88
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文が英語で形容詞文に訳せるのは偶然ではないo そこでは同-の主述関係がみられるo
にもかかわらず- 日本語の自動詞構文を英語の他動詞構文という,ほかの言語のほかの構文で,しか
も目的語といったようなその構文の用語を用.いて説明するので1説明された側が助詞の使い方に混乱
するのもむりはないoしかもr例外Jとして提示されるので,この初期の段階で,助詞の使い方は難し
いものだ,という印象をさっそく受けてしまう学習者が多くなってしまうのであるo
さらなる間題点は,これについては章を改めて論じるが- r私は子供がありますJといって,アリマス
が他動詞,子供が目的語だとする背景には,他動詞のもうひとつの文法項,主語になるものが- r私はJ
である- ということを前提にしていることである.そうすると1 -が主格を表す助詞だと誤解されて
しまうo これらはすべて- たとえば英語のI havechildrenという英語での構文の約束事を日本語に
そのまま転用しただけであるoアリマスが他動詞だという誤解や目的語を例外的にガでマ-クすると
いうだけでなく-助詞ハは主格を表す,または主語を標示するといったまちがいの誘因にさえなるo
このような誤った認識が,その後の日本語理解と習得の害になるのは自明であるo
ある言語を,他の言語の文法の枠で記述する,ということは実はよく行われていたoドイツ語のNomen
く英語のnounにあたるlというと,名詞.代名詞.形容詞をさすo名詞と代名詞ばかりでなく.,形容
詞もともに同じクラスに扱うのはなぜかというと,これらの品詞はすべて格によって語尾変化をする,
もともとギリシヤ.ラテン語文法が基礎になっているからであるo
その言語自体の構造に基づかないで-他の言語の文法の枠で記述することが-.-般言語学の分野では
批判されて-文法記述の方法論が論議され,少数民族の言語など,いろいろな未知の言語の記述が精
力的になされている昨今である.たとえば日本語の中止法は,従来の複文の分類にうまくあてはまら
ないo rおじいさんは山-芝刈りに行き,おばあさんは川-洗濯に行きました.Jというとき,二つの
文が意味的には並立してコントラストをなしているけれども,形の上では初めの文は後の文に依存し
ているo過去時制やデス.マス体のスタイルをきめるのはあとの文であるo だから純粋な並立文では
なく, coordinationとはいえないoかといって,両方の文の間に統語的な従属関係があるわけではな
いので, subordinationとも言えないoFoleyノVanValinはそういう文の記述のためにcosubordinati.n
.という用語を導入したo
9
記述文法においてこのような姿勢がある-方,他方では学習者用の文法においていまだに,学習者に
わかりやすいように1という意図が誤解されて,他の言語の枠で記述するというかつてと同様のこと
かなされているo教師が学習者の母語干渉あるいは他の外国語の干渉を見極めることは大変重要なこ
とであるが-それにいわば迎合して,学習言語の言語事実をまげたような表現になってしまう危険が
あるo その場ではうまくいっても-そのうち他の学習項目との関連付けの際などに,辻棲が合わなく
なるにちがいないo実践的な目から見ても,学習者の母国語がひとつだけというクラスならまだしも,
いろいろなタイプの言語を母国語として持つ学習者のクラスで,そのように学習者の母国語と混同し
た記述が適当であるはずはないo
3.2.意味と構文の混同
次に-同じ教科書の中国語版の文法記述を紹介するo くりく21く31はそれぞれ別の単元から引用し
て並べたものであるo
rくりNがありますノわかりますo Nが好きですノ嫌いですノ上手ですノ下手ですo帯実培的功珂原則上
9 Foley良VanValin 1984
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在英培前用助伺 rをJ表示,而 rありますJ rわかりますJ的対象用 rがJ表示.
10
く21Nが欲しいですo 返十句型是表現悦塙人想要得到某物 く或人う,也用在伺句析活人想要什ム需要
的対象用助伺 rがJ.りましいJ是い形容伺.11
く3うNがありますlいますo迭十句型是叙述事物或人的存在.存在的事物或人作力会活等場面的主培.
主培用助伺 rがJ表示oJl12
くりにおVlては,ここでも目的語く英活lをとる動詞においては原則上目的語を助詞ヲで表す,とし
て,動詞 rありますJ rわかりますJの対象をあらわすものに1 rがJを用いると説明してあるoが,
同じ構文の説明で,く31 Nがあります,というのは,ものあるいは人ゐ存在を表す-いわゆる所有表
現に対して存在表現についてその存在するものや人が主語になり,主語には助詞ガを用いて表す,と
あるo驚くべきことだが-く11とく31の痛造上まったく同じ構文の構成要素が,あるときは目的語,
あるときは主語として記述されているのであるo
く2Iでは,ドイツ語版とはちがって, rtましいJは形容詞である,といっているし,目的語というこ
とばも使っていないo 何がほしいのか,そのほしい対象を,助詞ガを用いてあらわす,としているo
ここで-ドイツ版ではみられなかった記述に,対象,ということばがある.どんな助詞をとろうと,
意味的にrあるJまたはrわかるJ対象であり,好きなもの,嫌いなもの,あるヤ1は欲しい対象物を
さしている.教師用ハンドブックにも,以下のように感情形容詞が感情.感覚の向けられる対象語を
とるという記述がある. r感情形容詞は,感情.感覚を持つ主体を主語としてとるほかに,感情.感覚
の向けられる対象語をとることがふつうである...J
13 r対象語が入る場合は-感情の主体を表す主語は
rtまJで示され,対象語は rがJで示されるのがふつうである.J14
ここで対象語という概念を考えよう.これは,主語とか目的語とかいう統語論的概念ではなく,意味
論的に説明しているので,形態の上で, rわかるJという動詞の主語であろうと, r理解するJという
動詞-の目的語であろうと,中国語であろうとドイツ語であろうと関係ない.文法の格を,意味役割に
よって分類し,説明しようとする格文法の考え方がバックにあるので,動作の対象,動作の主体,動
作の起点や到達点,道具,随伴者,経験者などというふうに分額できる.
ただ困るのは意味と構文を混同されたときであるo しかも- プロトタイプ的に意味と形態が対応しな
いとき,混乱が起こる.
3.3.文構成要素と文法的関係のプロトタイプ
文法的な関係を表すものとして,まず三つの基準をあげるo
第-に-形態の屈折によるもの-すなわち名詞一代名詞.形容詞の格変化や日本語の格助詞にあたる
ものであるo 第二に,統語論的分類-すなわち主語.直接目的格というふうに統語的機能で構成要素
の関係をあらわすものであるo この両者を形態統語論くmorphosyntaxlとも呼ぶ.第三に,意味の観
点から,関連付けを構成要素の意味的役割によってするものがあるo動詞の意味と関連して結合する
ものがきまるが,たとえば- アゲルというときの,あげる人,もらう人,rもらうもの,といったそれ
ぞれの意味役割による関係をいう.動作主ばかりでなく,経験者く知覚.能力I,所有者く全体.部分
10 Fみんなの日本語初級I翻訳.文法解説中国語版jl 1998こ64
11 Fみんなの日本語初級I翻訳.文法解説中国語版il 1998こ88
12 F,みんなの日本語初級I翻訳.文法解説中国語版jl 1998こ70
13国際交流基金2005 く12版1こ27
14国際交流基金2005 く12版1こ28
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関係l- 受益者,被害者などもあるだろうo
文構成要素と文法的関係のプロトタイプを簡単に示すと,次のよう相関があるo
構文こ 主語 目的語
形態二 主格 目的格
意味こ 主体 く動作主l 対象 く客体1
特性こ 人 く生物J もの く無生物l
このような組み合わせはプロトタイプ的にすぎなくて,ドイツ語には目的語に対格ばかりでなく,属
格や与格をとるし,ものが主語の文もたくさんある.世界の言語の中には,こういう基本的関係を-
主格と対格でなく,能格と絶対格であらわすものもあるo
さきにみた1 r英語がわかるJといった文ではrわかるJが自動詞であり形態的にガによって主格をと
る構文の主語が意味的には対象をあらわしているので,単純なプロトタイプ関係がよじれている..そ
のときに,構文と意味を混同すると,不可解な記述になってしまうのである.
さて,これまでに,文法記述の間題点として,まず,母国語と学習言語の混同,ということを述べ,
次に.-意味と構文の混同,ということを述べたo さらに,混同しやすいものとして,とくに日本語に
おいては重要な特徴である,主語.主格.それに主題について述べようと思うo
3.4.主語.主格.主唐の混同
構成要素を形態,構文,意味のレベルで分類したがiここにいたって,主題というのは,ディスコ
-ス上での分類である.何について話すか,という主題または題目トトピックとかテ-マとも呼ぶl
と,その主題について何を言うかくコメントとかレ-マとも呼ぶJによる情報構造を示すものである.
ここでは r英語がわかるJがこの文の主要な情報であり, r私はJについては,これから r私Jについ
ての話題が展開する導入部分で,いちばん文頭に来やすいo 主題提示をするハなので,統語上の目的
語や補語にも用いられる.くrこの本は読みましたoJ rJぺりは行きましたJなどolただ-構文上の主語
が,ディスコ-去上の主題であることは多く,主題が,プロトタイプとしての主語の-要素になるこ
とが多いのも事実であるo さきほどの形態.構文.意味上のプロトタイプの表に,ディスコ-ス くあ
るいは情報構造lを付け加えてもいいだろうo 構文上の主語とは区別されなければいけないさらなる
-要素であるo 加えて,印欧語にある人称の-致,すなわち構文の主語が何であるかを決定する要素
が日本語には欠けているo仮に,主語を,述語動詞の人称変化において人称.性.数が-致するもの-
と定義するならば,ドイツ語などではうまくいっても,バスク語では主語が三つ,日本語ではゼロと
いうことになるo 日本語で動詞と文法項が関連するものとして待遇表現があるが, r先生は英語がおわ
かりになる.Jという例文の場合,尊敬表現は主格名詞句である r英語がJではなく,主題である r先
生はJにかかるo しかし r先生は乳がおいでになるJとはいえない.主題提示が統語上さまざまな機
能に用いられるように, r先生をお宅までお送りするJ r先生にさしあげるJなど,尊敬表現の-致も
ヨ-ロツパ言語の人称の-致とは種類が違うo
r私は英語がわかるJといった構文を学習して,はじめに引用した記述のように r英語Jが目的語だ
といわれれば,学習者がすぐに主題.主語.主格を混同することは想像に難くないo.そして教師も-
さきの教師用ハンドブック記述にもみたように,混乱に至ることもある.のが実態ではないか.
ここでは主語.主格.主題の混同ということをさらなる間題点として提示した.
4.他単元との関連性
ではどうして日本語ではそのような構文をとるのか- とvlうことを考えると1プロトタイプ的
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な二極対立では説明できにくい部分があるからではなvlだろうかo
同じ自動詞構文でも, r犬が泳ぐJの主語は動作をする主体であるが, r死体が浮かぶJの主語は
動作主ではない. r犬が浮かぶJというと,犬が死んでいるようであり,川を流れている犬の死骸
を見て r死骸が泳vlでいるJとは言えないo 状態を描写するときに死骸の意志は働いていないか
らである. r英語がわかるJ r英語が好きだJがガをとるのも,後者のタイプである.
この違いは,場所格としてのことデを区別することとも関連するo r海で犬が泳ぐJと-場所格デ
をとるときは,動的であり,行為を表し,意図をもっている.主語は動作をする主体である.
r海に死骸が浮かぶJと,場所格こをとるときは,静的であり,状態を表し,意図をもっていな
いo
このように,議論をさらに発展させると1ほかの学習項目でもうまく説明がつくことになる.
ニ格を目的語にとる動詞くrあなたを会うJでなくて, rあなたに会う佃虫るl従うJなどlは,動作
の影響の及び方が弱い動詞である.たとえばr彼をなぐるJと彼ぼ隆我でもするかもしれないが,
r彼になぐりかかるJのでは被害がおよんでいない.さきの自動詞の例ではr私に英語がわかるJ
というふうに理解する主体はこ格をとるo動作の主体としての意味役割には, r殺すJといったよ
うな,他に影響を及ぼすことの強い動作主 くagentJもあれば,知覚や感情,能力などの主体く経
験者experiencerという用語にまとめてもよいlは,他動性が低い,といえる.そのほか受益者
くbeneficiary,recipientlや所有者くpossessorJなどもある.動作el主体であるactorとその
対極にあって動作の対象であるundergoerというマクロ的役割の下位分類として,それらをミク
ロ的役割と名づけた人もいる. 15このような主体は,動作主と対象を両極においたとして,その間
に位置するものであ-り,その座標軸を随時動かせるような連続性をもってVlる.格の違いや動詞
の意味を連続体としてみる目を持って,動詞表現や助詞の選択を理解することができるわけであ
るoそしてそのような連続体はどんな言語にもあるが,言語によって,その軸の位置が違う.日
本語では他動性が低い場合に欧米語と比べて自動詞表現になりやすいようであるo他動詞表現と自
動詞表現の違いに対処するために,主格と目的格を区別する境目にある格の境界のようなもの,それ
を自在に動かせる学習活動ができなければいけないoあるいは対象をあらわす文法表現を見つけると
きに,主格と目的格で表現されるものの間にある境界を探す,といってもいいo r誰が-何を- どうし
たJとか rI可が,どうだJなどの文中における機能がガやヲという助詞で表されるということは,も
つとも基本的なことであり,その意味役割が- まるでこの座標軸が自在に動くように異なることを認
識するoそして,その軸の動きがある-定の法則くたとえば他動性の度合いうにのっとってなされて
いることを理解することはその後の学習を左右する,といって過言ではないo この軸を動かすという
ことは言語を全般的に理解することにつながるo 単元ごと,あるいは単語ごとに個別に学習して
いるものが- 体系をもったものとしてつながることになるo
助詞の学習における,根本的な理解の鍵は,日本語学習のかなり早い時期にすでにある.格構造
は動詞の意味によってある程度傾向がきまるo 外国語学習にける語嚢の習得では1ある程度の暗
記は避けられないが,盲目的な暗記をしなくても,ちょっとしたヒントが記憶の助けi羊なること
もあろうし,あとあとまでの,いろいろな動詞における助詞め即1方や,構文の作り方を学ぶ助
けにもなろうo
15 Foley良Van Valin 1984
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さきの引用に r例外Jとあったが,それがひとつずつばらばらに覚えなければならない例外では
なく- そういう現象には法則があり-体系がある,ということを学習効果につなげることができ
れば,さらに進んだ学習のための発展を期待させるものであると考える.
5.まとめ
学習者のための初級文法の記述を考える上で,現行の教科書の記述例を紹介した.その際,学習言語
と学習者母語,意味と構文,主語.主格.主題の間でそれぞれ混同があることを指摘し-学習言語自
体の言語構造に注目して適切に記述しなければならないこと,形態による格標示と,述語と結合する
構成要素の意味役割とを区別して考えること,ディスコ-ス上の主題と構文上の主語を区別すること
を主張したo 日本語学習者の母語が欧米語など類型論的に異なれば異なるほど,初級文法で扱われる
日本語の基本構造を理解しておかなければならない.類型論的相違による習得の壁にぶつかるときは,
むしろ学習者が間違った理解をしてしまう前に基本をしっかりと導入しておくチャンスだと考えたいo
とくに格助詞や主題を提示するハの習得は日本語習得の要といってもよいo 自動詞表現に主題提示の
ある構文は,そのような日本語の基礎構造を学ぶのに格好の例だ.それは.この単元の習得のみに限
らず,他単元の学習-の発展にづながるものであるo 日本語独特の文型や表現を身につけ,日本語的
発想を養い,他の文法項目も自然に日本語らしく体得するようになるはじめの-歩を支援するもので
あるo
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